
 

＜整備効果＞ 

１．所要時間と走行距離の短縮（豊田ＪＣＴ～草津ＪＣＴ） 
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・新名神ルートの利用により、名神ルートに比べ所要時間が約30分、走行距離が約34㎞短縮しました。

・豊田ＪＣＴ、草津ＪＣＴの２地点を通過する交通量は、名神ルートが約2,000～約5,000台/日で、新名神ル

ートが約7,000～約11,000台/日で推移しています。 

・新名神ルートを利用する割合（分担率）は、開通直後の 58％から徐々に増加し、繁忙期の 8 月

を除き、6 月以降概ね 75％前後で推移しています。また、新名神ルート分担率は大型車より小

型車の方が小さくなっています。 

【豊田 JCT～草津 JCT 間の新名神ルートの分担率の推移】 

※交通量計測装置によるデータおよび IC 間交通量を用いて分析 

※豊田 JCT～草津 JCT を通過する平成 20 年 12 月期の日平均通過交通量 

所要時間：約30分短縮 
走行距離：約34㎞短縮 

転換 

名神ルート（名神・東名経由） 

約2時間5分、約160㎞ 

通過交通量：約 3,500 台/日（分担率：26％）※

新名神ルート（新名神・東名阪・伊勢湾岸経由）

約1時間35分、約126㎞ 

通過交通量：約10,000台/日（分担率：74％）※

【新名神ルートと名神ルートの比較】 

草津 
JCT 

豊田 
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【豊田 JCT～草津 JCT 間のルート別交通量の推移】 
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※ ８月は、高速道路を通常利用されない新名神認知度の低い交通が、他の月と比べ相対的に増加することから 
分担率が低下するものと推察 


